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決算審査特別委員会審査報告

一般会計不認定   特別会計及び水道会計認定

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
平
成
25
年
度
歳
入
歳

出
に
係
る
決
算
の
認
定
に
付
す

る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
。
そ
れ

ぞ
れ
の
会
計
の
予
算
執
行
状
況

と
施
策
の
成
果
に
つ
い
て
、
審

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

審
査
期
間

　

平
成
26
年
９
月
18
日

　
　
　
　

〜
10
月
３
日

審
査
場
所

　

吉
松
庁
舎

　

２
・
３
委
員
会
室

　

及
び
現
地
調
査

審
査
の
着
眼
点

　

予
算
が
目
的
に
従
っ
て
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
で
き
た

か
。

　

ど
の
よ
う
な
行
政
効
果
が
発

揮
で
き
た
か
。
ま
た
、
改
善
工

夫
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ

き
か
等
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

　

今
回
は
、
議
長
及
び
監
査
委

員
を
除
く
10
名
全
員
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

委
員
長

　
　
　

池
上　

滝
一

　

副
委
員
長

　
　
　

境
田　

公
明

予
算
は
ど
う

か
さ
れ
た
の
か

活
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平成２５年度決算
歳入総額 7,045 ,090 ,301 1,625 ,670 ,079 1,293 ,072 ,386 132,651 ,906

6,668 ,659 ,794 1,567 ,095 ,750 1,277 ,417 ,810 132,425 ,406

376,430 ,507 58,574 ,329 15,654 ,576 226,500

58,574 ,329 15,654 ,576 226,500

133,691 ,000 0 0 0

242,739 ,507

170,017,970 87,444,252 △ 77,817,195165,261,447165,722,892 4,295,078

歳出総額

差引額

実質収支額

水道事業

収益的

収入 収入支出 支出
計 計

資本的

一般会計
特　別　会　計

国民健康保険

※実質収支額 2 億 4273 万 9507 円のうち，元職員の横領事件により現金 7532 万 9377 円が
不足しており，差引額は，1 億 6741 万 130 円となる。

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7781 万 7195 円は，過年度分損益勘定留保
資金から補てん

介護保険 後期高齢者

（円）

翌年度に繰り
越すべき財源

＜審査結果の概要＞
　一般会計　不認定
　平成２５年度湧水町一般会計歳入歳出決算の認定について，各審査の内容を踏まえ，決算
審査特別委員会で討論に付しました。まず反対討論として，「平成２５年度湧水町一般会計
歳入歳出決算については，歳入歳出の計数に誤りもなく，予算の執行状況もおおむね良好で
あり，各種事業の目的に沿った成果であると認めるところでありますが，監査委員の審査意
見にもありますように，元職員による横領事件で７５００万円あまりの現金が不足しており，
適正な決算とはいい難い，以上の事由によって認定することはできない」との討論がありま
した。次に賛成討論を求めましたが，賛成討論なく，採決の結果，全会一致で不認定すべき
ものと決定しました。

　各特別会計及び水道事業会計　認 定
　平成２５年度湧水町国民健康保険事業特別会計，平成２５年度湧水町介護保険事業特別会
計，平成２５年度後期高齢者医療事業特別会計，平成２５年度水道事業会計の歳入歳出決算
の認定については，各事業とも概ね適正な事務事業運営となっており，採決の結果，全会一
致で認定すべきものと決定しました。
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平成２５年度  　  決算　主要事業
公営住宅等維持補修事業

交通対策事業

事業費　6216万5千円

事業費　1867万1千円

内　容

内　容

質　疑

質　疑

回　答

回　答

各公営住宅等の維持補修及び入退去時の住宅
清掃を実施し，入居者の住環境の向上及び施
設の延命が図られた。

公共交通機関の利用促進により路線の確保・
存続のため，各種協議会を通じた活動を行う。
また，町民の生活維持・観光客の利便性の確
保のためふるさとバスを運行する。

町営住宅のスットク計画における現状と将来
像は。

事業費　641万2千円

ふるさとバス運行補助金は、前年度より増額
になっているが，運賃収入は減収になってい
る。以前よりデマンド方式の運行形態に変更
したらと要望してきたが，その検討はどのよ
うな状況か。

町が管理している住宅は現在４６１戸で空き
家が４４戸あります。平成３４年度末には
３８戸少ない４２３戸が人口減少を考慮した
場合，適正ではないかと考えます。

近隣市町においてデマンド方式を取り入れた内容を参考に２５年度も検討を重ねて来ま
した。デマンド式に変更した結果，２４年度，２５年度とも利用者が減っている状況で
あり，その原因は，事前に申し込む方式が利用者から不便であるということでありまし
た。本町としてもその状況を考慮した場合，特に導入後において，住民サービスの低下
にならないように，十分に検討しなければと考えております。そのようなことから今年
度は，買い物弱者の対策として，ふるさとバスの利用促進は図れないものか，南国交通
と協議を行っています。また，ふるさとバス利用促進協議会を開催し，買い物弱者対策
として，運行ルートの変更について協議を進めたい。更に，今後どのような方向性が妥
当か検討していきます。



議会だより　ゆうすい　No.405

平成２５年度  　  決算　主要事業
総合交流施設管理 事業費　7688万3千円

内　容

意　見

総合交流施設の管理・運営

県単急傾斜地崩壊対策事業 事業費　641万2千円

内　容

質　疑

回　答

危険性がある急傾斜地を県単急傾斜地崩壊対
策事業により事業実施することで，地域住民
の安全性の向上が図られた。

県単の急傾斜地崩壊対策事業に該当する内容は

県が指定している急傾斜地条件は，がけの高
さ５ｍ以上，傾斜が３０度以上，崩れた際に
関係する家屋５件以上が基本となっておりま
す。

総合交流施設の温泉利用者が前年度比約
３０００人増加しているが，開設当初からす
ると大分減少してきている。更なる利用者増
に向けた施策として意見箱内の内容を重視し
ていただきたい。また，トレーニング施設の
利用者も増加傾向である。今後とも機械類の
更新にあたっては，早めの対応が欠かせない
ものと思うので，総体的に対応をするように。

健康増進事業
内　容

質　疑

答　弁

健康増進法及び高齢者の医療の確保に関する
法律に基づく，生活習慣病予防等のための健
診，健康教室，健康相談等の実施

受診率が前年度より低下しているが，今後の
受診率向上対策は

他市町においては，人口の関係もあり個別
に病院等で受診する対策が主であり，本町
では特定健診とがん検診をセットにして住民
の方々が受診しやすい体制には努めています
が，結果に繋がっていない状況であります。
今後においては，あらゆる機会を利用し，積
極的な啓発活動に努めるとともに，課内では
受診率向上対策として，地域別に健康指導員
的な人材を配置できないか検討しているとこ
ろです。

事業費　2166万5千円
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栗野幼稚園園舎屋根防水工事

海洋センター管理事業

内　容

内　容

質　疑

質　疑

回　答

答　弁

栗野幼稚園園舎はＳ５７年に建築され，３０
年経過。職員室等で雨漏りが発生していたた
め防水工事を行った。

町民の健康と青少年の健全育成の場として活
用。なお平成２５年度に施設改修を行い，屋
内多目的運動場として整備

今回の改修工事で雨漏りは完全に止まったか。
また，工事に対する保証規定などはあるのか。

湧水町Ｂ＆Ｇ海洋センター改修工事におい
て，完成後の利用状況とテント部分の保証は

雨漏りについては，現在のところ問題なく改
善されています。また，保証内容につきまして
は，全面にアクリルゴム系塗膜防水が施されて
いますので，長期間に渡って雨漏りは発生しな
いと想定していますが，今後１０年間は，メー
カーと施工業者及び鹿児島県防水工事業協同
組合により屋根防水が保証されています。

４月に開場し，８月末現在で，１０２４名，
月平均で約２００名が利用しており，ほとん
どがゲートボール協会の方々でありますが，
雨天時にはスポーツ少年団等や保育園等の運
動プログラムにも利用されています。テント
保証は１０年であります。

事業費　845万3千円

事業費　3737万7千円

下場土地区画整理事業

内　容

質　疑

回　答

土地区画整理事業の基本設計となる実施設
計・仮換地指定・建物調査等の各種設計を継
続的に行う，また，宅地造成工事及び都市計
画道路整備等の進捗が図られた。

都市計画の進捗状況と今後の見通しについては

２５年度末で約６５％の進捗率でありまし
て，国からの補助金状況などを勘案したとき，
事業終了予定の３１年度までに完了すること
は極めて難しいと思われますので，町の財政
計画に影響が及ばないよう３５年度まで施行
期間の延長を検討しています。
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平成26年  第３回定例会

　第３回定例会は９月１０日招集され，１０月１６日までの３７日間の会期で開催
されました。
　今定例会では，平成２６年度一般会計，特別会計及び水道事業会計の補正予算の
ほか，いじめ防止対策推進法の公布に伴う，条例改正等を可決しております。また
平成２５年度の各会計の決算については，一般会計を不認定とし，各特別会計及び
水道会計を認定しました。更に，元職員による公金横領事件に伴い，町長及び副町
長の給与の特例に関する条例が提案され，それぞれ原案のとおり可決しました。
　一般質問では，議員８名が１３項目について質問しました。

７月の豪雨により災害を
受けた農業施設の復旧工
事費の計上です。

県の補助採択に伴い，茶
業生産組合が行う機械導
入事業に対する補助金の
計上です。

国の社会保障税番号制度
に伴う各種システムを整
備するための負担金の計
上です。

総額 67億5,776万7,000円に

一般会計補正予算　2,916万7,000円可決

農 地 等 災 害
復 旧 工 事 費

430万円182万円187万9千円

降灰地域茶安定
対策事業補助金

番号制度システム
整備負担金
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本町特産品の一部

一 般 質 問

町 政 を 問 う !

　

財
政
事
情
の
厳
し
い
昨

今
、
町
財
政
へ
の
還
元
見

通
し
は
町
民
の
一
大
関
心
事
で
す
。
今

後
に
臨
む
見
解
と
回
収
の
手
立
て
と
し

て
、
以
下
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
公
金
横
領
回
収
の
現
況
に
つ
い
て

　

５
月
か
ら
８
月
ま
で
に

３
百
５
６
万
９
千
３
百
７

７
円
返
済
さ
れ
、
残
り
が
７
千
１
百
７

６
万
円
で
す
。

　

②
今
後
の
回
収
方
法
と

法
的
回
収
措
置
に
つ
い
て

　

返
済
誓
約
書
に
基
づ
き
、

完
済
す
る
ま
で
毎
月
返
済

す
る
こ
と
を
誓
約
し
て
お
り
、
毎
月
本

人
及
び
父
親
と
接
見
す
る
中
で
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
認
識
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
回
収
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
法
的
措
置
と
し
て
は
、

作
成
し
た
公
正
証
書
に
よ
り
横
領
金
額

を
確
定
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

③
公
金
横
領
全
額
の
回
収

見
通
し
に
つ
い
て

　
　

　

公
金
横
領
額
が
多
額
で

あ
り
本
人
だ
け
で
は
返
済

が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
身
元
保
証
人
に

対
し
て
も
返
済
へ
の
協
力
を
常
に
お
願

い
し
て
お
り
、
１
年
で
も
早
く
回
収
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

④
刑
事
告
訴
に
あ
た
っ

て
の
現
況
に
つ
い
て 

　

法
律
事
務
所
と
刑
事
告

訴
に
向
け
て
の
委
託
契
約

を
締
結
し
、
現
在
法
律
事
務
所
に
お
い

て
調
査
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

⑤
町
民
へ
の
説
明
責
任

に
つ
い
て

　

今
後
に
お
い
て
も
経
過

等
に
つ
い
て
、
町
民
の
代

表
機
関
で
あ
る
議
会
や
区
長
会
等
に
説

明
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
特

産
品
の
振
興
・
地
域
の
活
性
化
に
も
繋

が
り
更
に
税
収
以
外
の
自
主
財
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
で
き
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
、
以
下
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
し
て
の
Ｐ

Ｒ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

鹿
児
島
応
援
寄
附
金
募

集
推
進
協
議
会
に
よ
る
各

種
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
町
独
自
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌
に
よ
る
広
報
や

県
外
各
地
の
湧
水
会
総
会
時
で
の
Ｐ
Ｒ

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
に
対
し
、
町
の

農
産
物
な
ど
、
特
産
品
を

贈
呈
す
る
取
り
組
み
を
生
産
者
等
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
掘
り
起
し
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

本
年
度
の
特
産
品
の
贈

呈
に
よ
る
効
果
を
検
証
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
る
か
検
討
致
し
ま
す
。

職員の公金横領について
１年でも早く回収できるよう努力して参ります。

吉永　義和　議員

吉
永

吉
永

吉
永

吉
永

吉
永

吉
永

吉
永

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
と
P
R

に
つ
い
て
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一 般 質 問

　

職
員
の
公
金
横
領
事

件
が
発
覚
し
、
６
个
月

近
く
に
な
る
。
そ
の
間
、
議
会
全
員
協

議
会
に
お
い
て
は
、
事
件
に
関
す
る
報

告
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
身

近
な
住
民
に
対
し
報
告
は
一
切
な
く
、

行
政
に
対
す
る
不
信
感
は
、
日
々
増
大

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

①
何
ら
か
の
形
で
住
民
へ
報
告
義
務

を
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
公
金
横
領
事

件
は
、
こ
れ
ま
で
議
会

で
経
過
等
を
報
告
し
て
き
た
内
容
で
あ

り
、
私
の
職
員
へ
の
指
導
不
足
に
よ
り

こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
、
住
民
に

対
し
て
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
本
当

に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
議
会
及
び
区
長
会

等
で
こ
れ
ま
で
の
経
過
等
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
機
会
を
通
じ
て
報
告
し
て
参
り
ま

す
。

　

②
新
町
湧
水
町
を
築

き
上
げ
て
き
た
努
力
が
、

不
祥
事
よ
っ
て
計
り
知
れ
な
い
汚
点
と

な
り
、
町
民
は
も
と
よ
り
、
町
出
身
者

に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
の

悪
し
き
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
様
に
払
拭
す

る
の
か
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
本
町

の
発
展
振
興
に
向
け
て
、

今
日
ま
で
多
く
の
先
輩
方
が
鋭
意
努
力

さ
れ
築
い
て
こ
ら
れ
た
湧
水
町
の
イ
メ

ー
ジ
を
、
今
回
の
職
員
不
祥
事
に
よ
り

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
本
当
に
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
こ

の
よ
う
な
事
件
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
私
も
含
め
て
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
信
頼
回
復
の
た
め
に
日
々
努
力
し
て

参
り
ま
す
。　

③
自
ら
の
戒
め
に
、

給
与
の
10
％
カ
ッ
ト
は

な
さ
れ
た
が
、
「
そ
の
後
の
処
遇
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
る
」
旨
の
発
言
を
踏

ま
え
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　

③
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
回
の
横
領
事
件
に
つ
い

て
は
、
町
長
の
指
導
不
足
が
全
て
で
あ

り
、
私
に
全
責
任
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
職
員
の
指
導
と
共
に
、
自
分
自
身
を

律
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
議
会
に
自
ら
を
戒
め
る
た
め

に
追
加
議
案
を
提
案
す
る
つ
も
り
で
あ

り
ま
す
。

（
※
な
お
今
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長

及
び
副
町
長
の
給
与
減
額
に
関
す
る
条

例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
）

●
そ
の
他
の
質
問　

　

町
道
水
窪
１
号
線
道
路
改
良
に
つ
い

て

久留須　修　議員

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

久
留
須

久
留
須

久
留
須

町
長

町
長

町
長

職員の公金横領について
私に全責任があります。

町 政 を 問 う !
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一 般 質 問

湯谷川排水機場の設置について
川内川流域全体のことを考えながらやっていく

　

現
在
、
湯
谷
川
水
門
は
、

大
雨
等
に
よ
り
洪
水
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
、
国
土
交
通
省
の
排

水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排
水
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
水
門
が
閉
め
ら
れ
、
湯
谷
川

上
流
か
ら
の
水
量
を
考
え
る
と
き
、
排

水
ポ
ン
プ
車
の
稼
働
範
囲
で
は
住
家
浸

水
が
未
だ
心
配
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
27
年
度

の
阿
波
井
堰
の
完
成
を
見
込
み
、
今
後

の
対
策
と
し
て
、
平
成
24
年
に
総
合
的

な
冠
水
被
害
軽
減
対
策
事
業
の
国
土
交

通
省
の
事
業
指
定
を
受
け
、
湯
谷
川
排

水
機
場
の
設
置
等
に
つ
い
て
も
強
い
地

元
要
望
が
な
さ
れ
、
事
業
計
画
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
排

水
機
場
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
を
し

て
い
く
の
か
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

川
内
川
上
流
河
川
改
修

期
成
同
盟
会
及
び
川
内
川

改
修
促
進
期
成
会
に
お
い
て
も
、
国
土

交
通
省
に
要
望
を
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
更
な
る

要
望
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
末
、
阿
波

井
堰
も
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
、
完
成
後
は
流
水
も
早
く
な
り
、

現
在
よ
り
、
阿
波
井
堰
下
流
に
つ
い
て

は
水
量
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
冠
水
被
害
軽
減
対
策

事
業
に
つ
い
て
国
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
指
定
を

受
け
な
が
ら
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
お
ら
れ
る
か
。
町

長
の
考
え
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

川
内
川
流
域
全
体
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
下
流

の
こ
と
だ
け
考
え
て
い
た
ら
上
流
は
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
は

強
く
要
求
し
て
お
り
ま
す
。
吉
松
地
域

の
桶
寄
川
周
辺
の
嵩
上
げ
の
関
係
、
無

堤
地
区
の
関
係
な
ど
、
こ
れ
ら
併
せ
な

が
ら
、
今
の
湯
谷
川
の
関
係
、
総
合
的

に
町
自
体
の
川
内
川
の
改
良
計
画
と
い

う
も
の
を
立
て
て
、
国
に
要
求
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
整
合
性
が
な
い

と
、
点
だ
け
の
事
で
は
難
し
い
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

松元　昭治　議員

松
元

松
元

町
長

町
長

湯谷川水門
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横領金額の返済について
返済誓約書に基づき回収して参ります。

一 般 質 問

境田　公明　議員

　

職
員
に
よ
る
横
領
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
な
り
横
領
金
額
や
返
済
の
確

認
等
が
行
わ
れ
た
が
、
今
後
に
お
い
て

の
返
済
の
目
途
及
び
返
済
が
滞
っ
た
時

の
対
応
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
議
会
で
経
過

等
を
報
告
し
て
き
た
内
容

で
あ
り
、
私
の
職
員
へ
の
指
導
不
足
に

よ
り
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
、
住

民
に
対
し
て
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
５
月
26
日
に
提
出
さ
れ
た
返

済
誓
約
書
に
基
づ
き
、
完
済
す
る
ま
で

毎
月
返
済
す
る
こ
と
を
誓
約
し
て
お
り
、

毎
月
本
人
及
び
父
親
と
接
見
す
る
中
で

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
認

識
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
回
収

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
公
金
横
領
額

が
多
額
で
あ
り
本
人
だ
け
で
は
返
済
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
身
元
保
証
人
に

対
し
て
も
返
済
へ
の
協
力
を
常
に
お
願

い
し
て
お
り
、
１
年
で
も
早
く
回
収
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
事
案
で
町
長
の
責

任
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
律
す
る

の
か
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

私
の
職
員
に
対
し
て
の

指
導
が
欠
け
て
い
た
と
深

く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
の
中

に
あ
り
ま
す
「
自
か
ら
を
律
す
る
」
こ

と
に
つ
い
て
は
、
公
務
を
は
じ
め
日
常

茶
飯
事
に
い
た
る
ま
で
、
自
分
の
歩
ん

で
き
た
す
べ
て
を
見
極
め
、
日
々
研
鑚

を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
自
ら
を
律

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
立
候
補
す
る
場
合
に
、
町
民
に

対
し
て
公
約
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
公
約
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
実

現
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
私
に
課
せ
ら

れ
た
一
つ
の
責
任
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
後
も
皆
さ
ん
方
の

行
政
に
対
す
る
、
自
ら
を
律
す
る
と
い

う
事
、
ご
指
導
を
是
非
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

境
田

町
長

町
長

境
田
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一 般 質 問

自主避難場所の指定について
地区に避難場所の開設を区長と協議して参ります。

　

現
在
、
台
風
や
豪
雨
等

に
よ
る
対
応
と
し
て
、
町

に
お
い
て
早
め
の
自
主
避
難
を
住
民
に

呼
び
か
け
て
、
避
難
場
所
の
開
設
を

行
っ
て
い
る
が
、
自
主
避
難
場
所
の
特

定
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
地
域
の
状
況

を
考
慮
し
て
の
指
定
は
で
き
な
い
の
か
、

町
長
に
伺
い
ま
す
。

　

自
主
避
難
場
所
の
開
設

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
災

害
に
よ
る
被
災
や
不
安
を
取
り
除
く
た

め
早
め
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
の
台
風
接
近
に
伴
い
開
設

し
た
自
主
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
栗
野

地
域
を
栗
野
中
央
公
民
館
、
吉
松
地
域

を
吉
松
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て
周
知
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
地
域
に
お
い
て
も
区
長
に
お
願
い

し
、
地
域
住
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
地

域
の
公
民
館
の
開
設
を
依
頼
し
て
お
り

ま
す
。
実
際
に
地
域
の
公
民
館
へ
の
自

主
避
難
者
も
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
自

主
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
自
主

防
災
組
織
の
育
成
も
含
め
同
様
の
対
応

を
行
う
こ
と
と
し
て
地
区
に
避
難
場
所

の
開
設
を
行
う
よ
う
区
長
と
協
議
し
て

参
り
ま
す
。　

湧
水
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
、
特
に
畜
産
農

家
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
耕

畜
連
携
に
よ
る
政
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
町
長
に
伺
い
ま
す
。

　

耕
畜
連
携
は
、
耕
種
農

家
と
畜
産
農
家
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
飼
料
用
稲
や
稲
わ
ら

の
生
産
利
用
並
び
に
水
田
へ
の
放
牧
な

ど
が
あ
り
、
本
町
で
は
粗
飼
料
の
生
産

や
利
用
、
堆
肥
の
還
元
な
ど
の
資
源
循

環
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
水
田
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
で
、
畜
産
農
家
に

限
ら
ず
耕
種
農
家
も
含
め
た
所
得
向
上

の
た
め
に
粗
飼
料
生
産
は
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金

等
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
振
興

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

橋元　義嗣　議員

橋
元

橋
元

町
長

町
長

農
業
所
得
向
上
政
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

綾織　まち子　議員

　

町
道
駅
前
砂
走
線
の
長

谷
踏
み
切
り
周
辺
の
踏

切
・
道
路
・
歩
道
改
修
に
伴
い
、
児
童

も
安
心
し
て
通
学
出
来
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
道
敷
地
の

残
地
が
発
生
し
、
形
態
も
悪
く
、
車
両

通
行
に
お
い
て
以
前
か
ら
す
る
と
非
常

に
不
便
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。
現
場
は

三
角
形
の
残
地
が
あ
り
、
ポ
ー
ル
が
立

て
ら
れ
簡
単
に
出
は
い
り
出
来
な
い
状

況
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
形
の
整
備

と
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
残
地
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
様
な
土
地
利
用
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

道
路
新
設
及
び
改
良
の

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
道

路
構
造
令
に
基
づ
い
て
設
計
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し

て
、
交
差
点
に
お
い
て
は
、
直
角
交
差

が
基
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘

の
交
差
点
は
、
町
道
駅
前
砂
走
線
と
町

道
下
場
老
竹
線
が
鋭
角
交
差
で
交
通
障

害
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
直
角
交
差
に

改
良
し
て
左
右
が
確
実
に
確
認
出
来
る

よ
う
に
交
差
点
改
良
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
道
の
残
地
に
つ
き
ま
し
て
は

花
壇
や
芸
術
作
品
等
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

25
年
度
完
成
で
期
間
が
浅
い
為
、
人
や

車
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
環
境
づ

く
り
と
し
て
自
治
会
や
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
で
、
交
通
の
支
障
と
な
ら
な
い
方

法
に
よ
り
、
土
地
の
利
用
を
計
画
さ
れ

て
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
構
造
令
に
基
づ

く
設
計
で
直
角
交
差
が

基
本
と
言
わ
れ
て
も
、
改
修
前
よ
り
も

不
便
に
な
っ
て
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
の

状
態
か
又
は
、
改
修
さ
れ
る
の
か
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　

変
則
的
な
交
差
点
の
為

充
分
に
検
討
し
関
係
の
各

長
と
協
議
し
な
が
ら
何
ら
か
の
方
法
を

取
る
べ
き
だ
と
又
、
白
線
が
途
中
で
切

れ
て
い
る
こ
と
も
ま
ず
か
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
道
路
構
造
令
そ
の
も
の
が
、
変

則
交
差
点
に
当
て
は
ま
る
の
か
と
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

綾
織

綾
織

町
長

町
長

栗野小学校前のJR長谷踏み切り周辺の道路整備について
変則交差点の為何らかの方法を取るべき

長谷踏切 変則路周辺 長谷踏切
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広
島
市
当
該
地
区
で
多

く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
土

砂
災
害
警
戒
危
険
区
域
指
定
の
遅
れ
と

避
難
勧
告
の
遅
れ
を
認
め
て
い
た
。
我

町
も
急
傾
斜
地
危
険
区
域
を
多
く
抱
え

て
い
る
。
局
地
的
豪
雨
に
よ
り
災
害
が

起
こ
る
危
険
を
知
ら
せ
る
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

各
種
警
報
が
発
令
の
と

き
、
担
当
職
員
が
情
報
収

集
を
行
い
住
民
に
対
し
防
災
無
線
等
や

区
長
、
消
防
団
を
通
じ
周
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
特
別
区
域
指

定
に
お
け
る
災
害
弱
者
を

含
め
て
の
避
難
体
制
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

災
害
弱
者
を
含
む
住
民

の
避
難
に
つ
い
て
は
、
早

め
の
避
難
を
基
本
と
し
、
自
主
防
災
組

織
を
中
心
に
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

子
供
達
へ
の
防
災
訓
練
、

防
災
教
育
、
災
害
時
の
的

確
な
避
難
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
、
防

災
教
育
も
含
め
た
安
全
教

育
に
係
る
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
、

全
校
一
斉
や
学
級
単
位
で
全
教
育
を
通

じ
て
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

は
災
害
対
応
だ
け
で
な
く

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
設
置
す
る
こ
と
で
広
く
一
般

の
利
用
活
用
が
で
き
る
。
今
、
日
本
を

取
り
巻
く
情
勢
は
尖
閣
諸
島
、
中
国
問

題
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の

為
、
南
九
州
を
統
括
す
る
西
部
方
面
隊

の
防
衛
力
整
備
と
部
隊
の
強
化
充
実
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
に
は
霧

島
演
習
場
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
頻
繁

に
多
角
的
に
活
用
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
自
衛
隊
の
ア
ク
セ
ス
イ
ン
タ
ー
と

し
て
、
吉
松
パ
ー
キ
ン
グ
の
利
用
は
非

常
に
便
利
な
位
置
に
あ
る
。
本
活
的
な

活
用
を
国
に
働
き
か
け
必
要
な
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
の
切
替
、
防
衛

関
係
、
法
務
省
の
施
設
、
こ
れ
を
合
わ

せ
な
が
ら
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
は
、
一
般
道
路
よ
り
も
高
速
道

路
が
良
い
と
認
識
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
各
関
係
機
関
に

働
き
か
け
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。

　

霧
島
演
習
場
、
国
を
守

る
施
設
が
あ
る
と
い
う
強

み
を
活
し
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
町

長
が
先
頭
に
立
ち
熱
心
に
力
強
く
要
望

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

森
山

森
山

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

町
長

豪雨，台風等災害対策について
緊急事態時に犠牲者を出さない

森山　マスミ　議員

教
育
長

吉
松
パ
ー
キ
ン
グ
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

吉松パーキングエリア



議会だより　ゆうすい　No.4015

一 般 質 問

宮里　廣昭　議員

　

町
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
行
政
と
し
て
前
向
き

に
努
力
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
整
備
が
必
要
と
さ
れ

る
町
道
が
数
多
く
あ
り
、
当
初
予
算

に
は
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
委
託
料

２
０
０
０
万
円
，
町
道
整
備
工
事
費

８
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
，

町
長
と
し
て
町
道
の
整
備
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
そ
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

過
疎
計
画
と
む
ら
づ
く

り
実
践
方
策
等
に
基
づ
い

て
整
備
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
で
あ
り
ま

す
が
、
災
害
及
び
災
害
等
が
予
測
さ
れ
る

場
所
、
並
び
に
道
路
本
体
の
損
傷
が
ひ
ど

い
路
線
に
つ
い
て
は
計
画
変
更
し
て
実
施

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
の
調
査
結
果
を

基
に
過
疎
計
画
と
む
ら
づ
く
り
実
践
方
策

等
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
長
は
、
わ

が
町
は
美
し
く
、
住
み
た

く
な
る
町
づ
く
り
を
し
た
い
と
言
わ
れ

て
来
ま
し
た
が
、
今
回
、
停
車
場
地
区

で
の
町
づ
く
り
で
は
、
住
民
が
行
政
の

力
添
え
を
強
く
願
っ
て
い
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
吉
松
地
域
が
必
要
と
す

る
町
づ
く
り
は
、
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
何
処
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
と

思
う
の
か
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
補
助
事
業
の

選
択
と
併
せ
地
域
の
組

織
づ
く
り
や
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
吉
松
駅
を

中
心
と
す
る
停
車
場
秋
ま
つ
り
や
吉
松

駅
構
内
花
壇
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の

方
々
が
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
大

変
あ
り
が
た
く
、
心
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
吉
松
地
域
の
町
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

書
の
地
域
別
振
興
方
針
に
基
づ
き
、
現

在
の
社
会
経
済
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、

合
併
前
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
基
本
と

し
、
地
域
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ

て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮
里

宮
里

町
長

町
長

町
づ
く
り
に
つ
い
て

町道整備の取り組みについて
整合性を図りながら整備を

竹迫町道

吉松駅前
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議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
平
成
26
年
８
月
19
日
か
ら
21

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
茨
城
県

大
洗
町
議
会
、
群
馬
県
東
吾
妻
町

議
会
、
埼
玉
県
嵐
山
町
議
会
を
訪

問
し
、
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
目
的
は
、
本
町
議

会
が
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
議
会
基
本
条
例
の
先
進
地
と

の
視
点
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

大

洗

町

は

人

口

約

１
万
３
０
０
０
人
、
一
般
会
計
予

算
約
93
億
円
、
議
員
定
数
13
名
、

常
任
委
員
会
が
、
総
務
、
文
教
厚

生
、
建
設
経
済
、
予
算
決
算
の
４

委
員
会
で
あ
り
、
年
間
の
観
光
客

が
、
約
５
５
０
万
人
訪
れ
る
観
光

を
主
な
産
業
と
し
た
町
で
あ
り
ま

し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
内
容
に
つ
い

て
、
ま
ず
一
般
質
問
の
形
式
で
す

が
、
こ
こ
で
は
午
前
中
に
３
人
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

理
由
は
、
１
日
を
通
し
て
一
般
質

問
を
行
う
と
昼
食
時
間
の
関
係
で
、

傍
聴
者
が
一
旦
席
を
離
れ
る
こ
と

に
な
り
、
午
後
の
部
に
は
戻
っ
て

来
な
い
傾
向
が
多
く
見
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
傍
聴
者
増
の
視
点
か

ら
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

午
後
は
常
任
委
員
会
を
行
い
、
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
１
人
の
議
員

が
２
委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
お
り
、
全
議
員
が
全

部
の
委
員
会
の
内
容
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
所

属
し
て
い
な
い
委
員
会
に
は
傍
聴

を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

大
洗
町
議
会
を
調
査
し
た
感
想

と
し
て
、
執
行
部
側
も
議
員
の
質

疑
に
対
し
て
、
議
長
が
答
弁
者
と

し
て
誰
を
指
名
す
る
の
か
、
議
会

側
と
し
て
も
議
長
が
反
問
権
の
発

動
を
執
行
部
に
要
請
す
る
実
例
な

ど
、
ま
た
、
傍
聴
者
に
対
し
無
記

名
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
収
集

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
非
常
に
緊
張
感

を
持
っ
た
議
会
運
営
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
、
議
会
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

特
に
、
反
問
権
は
議
会
改
革
の
大

き
な
柱
で
あ
り
、
施
策
の
考
え
方

等
に
つ
い
て
、
十
分
な
議
論
を
行

な
う
た
め
に
、
ま
た
、
議
員
の
資

質
向
上
を
勘
案
す
る
と
、
重
要
な

事
項
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
町

議
会
と
し
て
も
議
会
基
本
条
例
を

制
定
す
る
に
あ
た
り
、
十
分
に
参

考
に
す
る
べ
き
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
。

　

東
吾
妻
町
は
人
口
約

１
万
５
７
０
０
人
、
一
般
会
計
予

算
約
85
億
円
、
議
員
定
数
14
名
で
、

常
任
委
員
会
が
文
教
厚
生
、
総
務

建
設
の
２
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
所
在
地
と

し
て
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本

名
水
百
選
に
認
定
さ
れ
た
箱
島
湧

水
も
あ
り
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
豊
か
な
町
で
あ
り
ま

す
。

　

議
会
基
本
条
例
制
定
の
経
過
に

つ
い
て
は
、
こ
の
件
に
精
通
し
て

い
る
東
京
財
団
研
究
員
等
と
の
意

見
交
換
会
を
交
え
な
が
ら
、
基
本

的
事
項
の
作
成
に
つ
い
て
、
草
案

作
成
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
基
本
条
例
は
議
会
内
部
だ

け
で
制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
議

会
報
告
会
の
中
で
制
定
に
向
け
た

概
要
な
ど
を
説
明
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
町
民
の

意
見
も
内
容
に
盛
り
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　

東
吾
妻
町
議
会
に
お
け
る
感
想

は
、
群
馬
県
内
に
は
23
の
町
村
が

実
在
す
る
中
で
、
３
番
目
と
い
う

速
さ
で
、
積
極
的
に
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
た
町
で
あ
り
、
条
例

制
定
後
の
運
用
実
績
も
お
お
む
ね

順
調
で
、
議
会
の
活
性
化
に
効
果

が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
傍
聴
者
に
、
議
案
の
審
議

に
用
い
る
議
案
書
及
び
資
料
等
を

湧水町議会改革調査特別委員会の　閉会中の所管事務調査報告
委員長　池上　滝一

（
８
月
19
日  

茨
城
県
大
洗
町
議
会
）

（
８
月
20
日  

群
馬
県
東
吾
妻
町
議
会
）
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提
供
し
、
町
民
の
傍
聴
意
識
を
高

め
る
工
夫
な
ど
は
、
参
考
に
な
る

施
策
で
あ
り
、
そ
の
条
例
内
容
が

充
実
し
た
も
の
が
要
因
で
あ
る
と

察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

嵐

山

町

は

人

口

約

１
万
８
３
０
０
人
、
一
般
会
計
予

算
約
54
億
円
、
議
員
定
数
14
名
、

常
任
委
員
会
が
、
総
務
経
済
と
文

教
厚
生
の
２
委
員
会
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
第
２
次
・
第
３
次
産
業

が
97
％
ほ
ど
を
占
め
る
産
業
の
町

で
あ
り
ま
し
た
。

　

実
現
で
き
る
も
の
か
ら
実
践
し

て
い
く
と
の
こ
と
か
ら
、
議
会
傍

聴
者
に
対
し
て
、
議
会
資
料
の
配

布
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
当
初
予
算
書
、
決
算
書

等
は
、
膨
大
な
資
料
と
な
る
の
で

閲
覧
と
し
、
そ
れ
以
外
の
議
案
書

等
は
持
ち
帰
り
可
能
と
し
て
お
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
議
会
会
期

予
定
表
や
一
般
質
問
の
登
壇
者
及

び
質
問
内
容
を
チ
ラ
シ
に
し
て
、

町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
公
的
機
関
な

ど
13
カ
所
に
掲
示
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

嵐
山
町
議
会
に
お
け
る
感
想

は
、
専
門
的
知
見
の
活
用
や
議
会

モ
ニ
タ
ー
の
設
置
な
ど
議
会
活
性

化
に
向
け
た
真
摯
な
活
動
・
施
策

は
、
優
れ
た
内
容
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
傍
聴
者
に
議
案

書
の
持
ち
帰
り
を
許
可
す
る
仕
組

み
や
一
般
質
問
等
の
内
容
を
住
民

に
大
々
的
に
知
ら
し
め
る
対
策
は
、

開
か
れ
た
議
会
に
つ
い
て
大
い
に

効
果
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　　

い
ず
れ
の
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
議
会
基
本
条
例
あ
り
き
で
は

な
く
、
議
会
活
性
化
の
た
め
に
出

来
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上

げ
て
き
た
こ
と
が
結
果
的
に
目
標

と
す
る
、
地
域
に
見
合
っ
た
議
会

基
本
条
例
と
な
っ
た
と
の
実
例
に

感
銘
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

今
年
12
月
議
会
を
目
途
に
議
会
基

本
条
例
の
制
定
を
考
慮
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
条
例
の
本
丸
で

あ
る
、
反
問
権
、
自
由
討
議
、
議

会
政
治
倫
理
条
例
、
議
会
報
告
会
、

住
民
参
加
、
情
報
公
開
の
充
実
な

ど
、
さ
ら
に
は
今
回
の
研
修
で
習

得
し
た
新
た
な
制
度
・
施
策
を
組

み
入
れ
た
条
例
の
制
定
に
は
、
相

当
な
時
間
と
内
部
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
と
も
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
議
会
基
本
条

例
は
議
会
活
動
に
お
け
る
標
準
装

備
と
も
言
わ
れ
る
時
代
で
あ
り
、

法
整
備
に
よ
る
議
会
の
改
革
、
真

の
議
会
改
革
は
今
後
に
お
い
て
避

け
て
通
れ
な
い
案
件
で
も
あ
り
、

今
日
の
分
権
時
代
に
は
、
地
方
自

治
の
本
旨
に
基
づ
く
地
方
議
会
の

基
本
原
則
を
定
め
た
条
例
制
定
は

急
を
要
す
る
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
当
委
員
会
で
は
、

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
議
員
の

活
動
が
住
民
に
見
え
る
議
会
を
基

本
理
念
と
し
て
、
改
革
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
内
容
の
充
実
し
た
湧

水
町
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る

と
委
員
全
員
の
意
見
で
あ
り
ま
し

た
。

（
８
月
21
日  

埼
玉
県
嵐
山
町
議
会
）
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（
平
成
26
年
４
月
28
日
）

　

川
内
川
河
川
事
務
所
の
主
催
に

よ
る
阿
波
井
堰
工
事
見
学
会
が
行

わ
れ
、
湧
水
町
水
害
等
対
策
調
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
工
事
現

場
で
菱
刈
出
張
所
長
及
び
工
事
現

場
責
任
者
か
ら
工
事
の
進
捗
状
況

等
の
説
明
を
受
け
、
調
査
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
希
望
さ
れ
た

住
民
の
方
々
等
に
対
し
て
も
、
４

月
28
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
３

日
間
、
約
１
時
間
の
行
程
で
、
同

様
な
説
明
、
現
場
見
学
会
が
行
な

わ
れ
、
２
４
０
名
程
の
方
々
が
訪

れ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
概
要
と
し
て
、
平
成
26

年
4
月
に
阿
波
井
堰
の
制
水
ゲ
ー

ト
開
閉
操
作
室
や
ゲ
ー
ト
格
納
施

設
の
建
設
に
伴
う
工
事
着
工
安
全

祈
願
祭
を
行
い
、
施
設
の
規
模

は
、
敷
地
面
積
８
６
２
．
５
３
㎡
、

操
作
室
８
７
．
６
㎡
、
格
納
施
設

１
１
１
．
６
９
㎡
で
あ
り
、
本
体

ゲ
ー
ト
の
進
捗
状
況
は
、
平
成

26
年
６
月
現
在
で
62
％
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業

に
つ
い
て
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
管

の
工
事
変
更
に
伴
い
、
竣
工
が
２

年
遅
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ダ
ム
か
ら
の
事
前
放
流
開
始
可
能

時
期
は
、
予
定
通
り
平
成
27
年
度

末
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿

波
井
堰
の
運
用
開
始
時
期
に
は
影

響
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
旧
固
定
堰

の
撤
去
工
事
、
管
理
施
設
工
事
の

予
定
で
あ
り
、
順
調
な
工
事
竣
工

を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　　

さ
ら
に
、
阿
波
可
動
堰
の
運
用

に
つ
い
て
、
農
業
用
水
と
し
て
の

機
能
と
洪
水
防
護
の
観
点
か
ら
運

用
規
定
に
関
し
て
、
河
川
事
務
所
、

Ｊ
Ｎ
Ｃ
、
町
と
の
緊
密
な
調
整
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
、

水
害
等
に
繋
が
る
各
気
象
情
報
に

つ
い
て
も
、
委
員
相
互
の
共
通
認

識
を
深
め
る
た
め
に
、
ま
た
、
対

策
等
に
も
万
全
を
期
す
た
め
に
、

台
風
な
ど
の
状
況
や
自
主
避
難
の

状
況
に
お
い
て
も
随
時
、
情
報
収

集
を
行
な
い
ま
し
た
。

湧水町水害等対策調査特別委員会の
閉会中の経過報告

委員長　森山　マスミ
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

報告第３号 湧水町土地開発公社の経
営状況の報告について

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により，湧水
町土地開発公社の経営状況について報告するもの。 ――

報告第４号 平成２５年度湧水町健全化
判断比率の報告について　　　　

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第
１項の規定に基づく，平成２５年度湧水町健全化判
断比率の４指標を報告するもの。

――

報告第５号
平成２５年度湧水町水道
事業会計資金不足比率の
報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条
第１項の規定に基づく，平成２５年度湧水町水道事
業会計 資金不足比率を報告するもの。

――

承認第３号 専決処分の承認を求める
ことについて

地方自治法の規定により，専決処分したので，これを
報告し，承認を求めるもの。
（歳入歳出の総額に75万6千円を追加し，総額を67億
2860万円とするもの。）

承　認

認定第１号 平成２５年度湧水町一般会計
歳入歳出決算の認定について P3参照 不認定

認定第２号
平成２５年度湧水町国民健
康保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

P3参照 認　定

認定第３号
平成２５年度湧水町介護
保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

P3参照 認　定

認定第４号
平成２５年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

P3参照 認　定

認定第５号 平成２５年度湧水町水道事業会
計歳入歳出決算の認定について P3参照 認　定

議案第３４号
湧水町人事行政の運営等の状況
の公表に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

地方公務員法の一部が改正されたこと等に伴い，所
要の改正をしようとするもの。 原案可決

議案第３５号
湧水町青少年問題協議会
設置条例の全部を改正す
る条例の制定について

いじめ防止対策推進法の公布に伴い，湧水町青少年問
題協議会設置条例の全部を改正しようとするもの。 原案可決

議案第３６号 湧水町いじめ問題対策委員
会設置条例の制定について

いじめ防止対策推進法の公布に伴い，学校におけるいじ
め問題対策を行うため，本条例を制定しようとするもの。 原案可決

議案第３７号 平成２６年度湧水町一般
会計補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2916万7千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ67億5776万7千円とするもの。

原案可決

議案第３８号
平成２６年度湧水町国民
健康保険事業特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ50万6千円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
16億2389万円とするもの。

原案可決

議案第３９号
平成２６年度湧水町介護
保険事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ719万円を追加
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13億2688万
9千円とするもの。

原案可決

議案第４０号
平成２６年度湧水町後期
高齢者医療事業特別会計
補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ13万1千円を追
加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1億4380
万2千円とするもの。

原案可決

議案第４１号
湧水町長の給与の特例に
関する条例の一部を改正
する条例の制定について

元職員による公金横領事件に関し，事件の全容が明らか
になったことに伴い，職員を指揮監督する立場として深
く反省し，更に自らを戒めるため，所要の改正をしようと
するものである。（給料の３０％減額，平成２６年１１月
１日から平成２９年３月３１日まで）

原案可決

議案第４２号
湧水町副町長の給与の特
例に関する条例の制定に
ついて

元職員による公金横領事件に関し，事件の全容が明らか
になったことに伴い，副町長として職員を監督する立場
からその責任を更に重く受け止め，本条例を制定しよう
とするものである。（給料の１０％減額，平成２６年１１
月１日から平成２９年３月３１日まで）

原案可決
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傍聴にお越しください。

次の定例会は11月下旬予定

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

吉
永　

義
和

副
委
員
長　

宮
里　

廣
昭

委　
　

員　

橋
元　

義
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同　
　

 

松
元　

昭
治

　

  

同　
　

 

綾
織　

ま
ち
子

　

  

同　
　

 

西
牟
田　

徹
也

月 期日 曜日 議会の動き

7
　
　
　
　
月

4日 金・議会運営委員会　・議員全員協議会

7日 月
・第２回議会臨時会　
・広報編集委員会
・議会改革調査特別委員会小委員会　                                

11日 金・停車場地区まちづくり座談会

24日 木・広報編集委員会

27日 日・湧水町夏祭り

8
　  

　      

月 

4日 月・町不要財産調査会　

7日 木・議員全員協議会・議会改革調査特別委員会　　　　　　　　　　　　　

15日 金・町戦没者追悼式

18日 月・長島町・さつま町湧水町議会議員合同研修会

19日 火・議会改革調査特別委員会研修 ※２１日まで

26日 火・姶良・伊佐介護保険組合議会

27日 水・秋季畜産共進会

28日 木・広報委員研修会

29日 金・議会運営委員会　・伊佐北姶良環境管理組合定例会

9
　
　
　
　
　
　 

　
　
月

1日 月・不要財産調査会

5日 金・議会運営委員会

8日 月・議員全員協議会　・議会改革調査特別委員会小委員会

10日 水・第３回議会定例会  本会議・決算審査特別委員会

11日 木・本会議　・各常任委員会

12日 金・姶良地区畜産共進会

16日 火・議員全員協議会・各常任委員会

18日 木・決算審査特別委員会

19日 金・決算審査特別委員会

24日 水・決算審査特別委員会

26日 金・決算審査特別委員会

27日 土・県畜産共進会

30日 火・本会議　・決算審査特別委員会

議  会  の  動  き

≪議員のあいさつ状の制限について≫
●　あいさつ状の禁止（公職選挙法第 147 条の 2）
　政治家は、その選挙区内の人に答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、寒中見舞状、
暑中見舞状その他これらに類する時候のあいさつ状（電報その他これらに類するものを含む）
を出すことは出来ません。
ここでいう「政治家」とは、公職の候補者、公職の候補者となろうとする者、現在公職にある
者をいいます。
次のようなあいさつ状を出すことは禁止されています。
●年賀状　●暑中見舞状　●残暑見舞状　●寒中見舞状　●クリスマスカード
●「喪中につき年賀のあいさつを失礼します」という欠礼状
●　年賀電報・電子郵便（Ｅメールなど）による年賀状など

　

栗
野
岳
界
隈
の
鮮
や
か
な

紅
葉
も
見
ご
ろ
と
な
り
凌
ぎ

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
稲
作
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
照
不
足
や
台
風

等
の
影
響
に
よ
り
、
い
つ
に

な
く
難
儀
で
あ
っ
た
か
と
察

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
皆
様

方
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

よ
り
親
し
み
や
す
さ
を
念
頭

に
委
員
一
同
、
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
も
九
月
議
会
に
於
け
る

補
正
予
算
、
決
算
審
査
の
内

容
や
一
般
質
問
等
を
中
心
に

掲
載
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
日
、
一
日

と
寒
さ
が
募
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

西
牟
田　

徹
也


